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 OAP(大阪アメニティーハ㌧ク)計画における杭の支持力実験
 (その1:計画概要)正会員O鈴木俊雄罧同
 同松井章雄罧同
 同桑原文夫閤同
 1.序
 0AP(大阪アメニティ一八㌔ク)計画は、大阪市天満に大規模な複合用途施設を建設するフ'ロジェクトで
 ある。今回、この計画で建設する構造物の基礎杭を設計するに当たり、その基礎資料を得る
 ため、一連の杭の支持力実験を行った。本論文では、OAP計画と支持力実験の概要を述べる。
 2.OAP計画の概要
 この計画の敷地は、図1に示す大阪市北区天満の旧三
 菱金属(株)大阪精錬所の跡地(約6.5ha)であり、大阪都
 市計画再開発地区計画の適用(平成元年,大阪市都市計画
 決定,告示第842号)を受けた再開発地区である。敷地の
 形状は、約170×30伽の長方形の一角を斜めに切り欠い
 た台形をしており、面積は約51,000口2である。
 OAP計画では、事務所、ホ滞、スホ㌧ツ施設、駐車場、
 住宅、文化施設、地域冷暖房施設等を有する大規模複合
 用途施設の建設が計画されている。これらの施設のうち
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 中之島
 高層部分は事務所棟、ホテル棟、アネックス棟(ホテル、スホ㌧ツ施設棟)、および2棟の住宅棟の5棟
 からなり、低層部分および地下は宴会場、厨房き飲食、物販、駐車場、機械室、地域冷
 暖房施設で構成される。建築面積は約22,000f、延べ面積は約324,000fの規模となる。
 本計画で建設される建物は、構造計画上、次の3つのプ助ケに分けられる。
 ①地下部分は一体で、地上がエキスパンションジョイントで縁切られた事務所棟(最高高
 'さ176.25墜,地上39階)と、ホ滞棟(同117.25塵,地上24階)の2つの高層棟ブロック。
 ②アネックス棟(同32.05腿,地上5階)フ'ロ"。③2棟からなる高層住宅棟(同
 107.5逡,地上30階)プ助ク。これらのうち、杭の設計で最も問題になるのは、
 荷重が最大となる①の高層棟ブロックである。
 3.地盤概要
 OAP計画の敷地は、上町台地の北側の旧淀川沿いに位置している。地盤
 は、図2のように沖積層がGL-27置まで続いており、洪積層は砂礫層,粘土層,
 砂層,粘土層,砂層の層序となづている。GL-27糞溜3hの砂層と砂礫層は天満
 砂礫層であろうが、N値が50以上の層は薄く支持地盤には適さない。GL-37
 ～42盤の砂層は、既往の地盤データ1〕から判断すると大阪層群の中の砂層と思
 われるが、その支持地盤としての性能は明確ではない。また、敷地内で28件
 のポーリンゲを行ったが、調査位置による地層構成の相違も見られ、本計画の
 敷地の地盤は複雑であることを示している。したがって、支持地盤の選定に
 は慎重な検討が必要となる。図3に、GL-42口までのN値および蝉軸圧縮強度
 qu、圧密降伏応力pcを示すが、粘土層は過圧密状態であることが分かる。
 沖積粘土層が過圧密になっているのは、地下水の汲み上げによって地下水位
 がGL-1伽以下まで低下したあと、回復したことによるものであろう。
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 敷地の地盤
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